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ペットフード疑似科学を科学する（7) 

そのペットフードは安心ですか？

本 1畢I青治＊

第 8章 食の安全

1. 食の安全において動物とヒトは密接に関連

中国が震源地の食材へのメラミン（プラスチック

原料）混入によるベットや乳幼児の腎不全の死亡事

故が，2007～2008年にかけて世界を駆け廻りました。

事故の発覚はなかったものの，わが国でもメラミン

混入ベットフードが見つかりました。長年必要性を

訴えてきた「ベットフード安全法」は，メラミン事

故がきっかけになってやっと施行されました（2010

年）。ベットフードに使う蛋白質原料や乳製品の「見

掛けの蛋白質」の偽装材としてメラミンが使われた

のです。 1966～1968年に掛けて，わが国においてメ

ラミン類似化合物のアンメリンによる事故が雛で

発生しています。飼料用魚粉に見かけの蛋白質の増

量目的でアンメリンを混入しましたが，それを食べ

た雛が盲目になりました。

1）動物で先行発覚した事故例

メラミン障害／PCBカネミ油症／イギリスで最初

に発覚した BSE（牛海綿状脳症いわゆる狂牛病）は，

夫々ペット／鶏／牛の動物で先行発覚して，数ヶ月か

ら数年後にヒトで（BSEはヒト変異型クロイツフェ

ルトヤコブ病として）発覚しています。また，私達

はアオイ科植物の綿やカポックの種実油（未精製）

を鶏に食べさせれば，生殖障害と奇形ヒナが発症す

る．ことを 1964年に究明しましたが，その半世紀後

に中国においてヒトと鶏で同様な生殖障害が発症

しています5052）。

2）ヒトで先行発覚した事故例

動物よりもヒトで先行発覚した例は，ビタミン

B1欠乏症（脚気）／ビタミン Dの欠乏症（カルシウム

吸収不全）と過剰症（カルシウム沈着）／鮮度不良の

魚肉による食中毒（尊麻疹・胃潰蕩）などがあります。

＊技術土（農業部門）／生涯学習インストラクター（イヌ学）

愛玩動物飼養管理士（一級） (S句iHonzawa)

3）どちらが先行したかは定かでない事故例

ヒトと動物のどちらが先行発覚したかは定かで、

ありませんが，両者で発生している例として，亜鉛

欠乏による皮膚障害（ヒト・犬・豚・鰻など）と短躯

症（ヒト・鰻）／酸化油脂に対するビタミンEの相対

的不足障害（ヒト・豚・猫・鯉など）／カルシウム不

足による骨粗意症（ヒト・産卵鶏）と卵殻不全（産卵

鶏）／食物繊維の不足でかつ消化が良いものや物理

的に軟らかいものばかり偏食することによる消化

器（口腔～虹門）の萎縮や障害（ヒト・牛・豚・鶏な

ど）があります。

4）食の安全に関する二つの課題

いずれにしても，ヒトと動物における食の安全は

相互に密接な関連があります。ヒトや動物の食べ物

に関わる研究者や技術者は，動物別に捉えがちです

が「各動物は基本的に同じ」という観点に立って，

隣の動物の情報を大切にする感性が欲しいです。

このことに関して重大な課題の一つは，ベット

フードにエトキシキンが認可されていることです。

エトキシキンの毒性は明らかですから，健康長寿が

目的のヒトの食品には使用禁止です。直接的には

使用禁止ですが，食品にはわずかながら移行残留し

ますから，その規制（残留）基準は極めて厳しくベッ

トフード規制（使用）基準の数千分の一以下です。

換言すればベットフードの規制（使用）基準は，食品

の規制（残留）基準に比べて数千倍も甘い（多し、）の

です。

もう一つは，しゃぶしゃぶ用などの豚肉は締りを

良くして，薄切りしやすくする目的で前記のカポッ

ク油を豚に食べさせていることです。肉豚の発育

障害は発覚していませんが，鶏では生殖障害や奇形

ヒナを発症します。そのカポック油の毒性成分（プ

ロベン環脂肪酸）は豚肉に移行残留するので危険

です。

0369 5247 /15／干500/1論文／JCOPY
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2.抗酸化剤エトキシキンの有害性50.51) 

1）エトキシキンとは

エトキシキンは，タイヤや石油化学製品などの酸

化防止剤として開発された化学合成物質です。周知

の通り発がん性がありますから，ヒトの健康長寿が

主目的の食品添加物としては「消費者の視点」から

除外されていますが，犬猫用と畜水産用の飼料添加

物としては「生産者の視点」から認可されています。

一部のベットフード関係者は，アメリカで食品添加

物として認められているので安心と自己防衛しま

すが，アメリカは食の安全には甘い国ですし，それ

は食べ物でない歯ミガキ用に認められているの

です。

代表的な合成抗酸化剤のエトキシキン， BHT,

BHAの理化学性状は表の通りですが，その中でエ

トキシキンは，チキンミール・ミートミール・フイツ

シュミーノレなどのミーノレ（粉粒体）に使う場合の抗

酸化効果は最大です。その原因は抗酸化力が大きい

ことに加えて，融点、と沸点が影響していると推測し

ています。すなわち，エトキシキンは融点 25℃ 沸

点 124°C前後から考察すれば， BHTや BHAに比べ

て揮発性大＝宇ミールに直接添加しでもエトキシキ

ンは気体になって全体的に拡散＝キミーノレ中の油脂

に浸透して抗酸化力発揮するでしょう。この現象は

硫酸銅を大量添加した子豚用飼料の油脂酸化によ

る発熱・異臭対策として，エトキシキンの抗酸化試

験において確認しました（1970年）。それは抗生剤の

ディスクテストに真似て，当該飼料を入れたシャー

レの平面中央に極少量のエトキシキン吸着粉末を

置いて加湿すれば，その周辺は変色せず円盤状に油

脂の酸化を抑制しました。一方， BHTとBHAは揮

発性が比較的小さいので，ミーノレに添加する場合は，

直接でなく事前に適切な溶液に溶かしてから十分

混和する必要があると考えられます。

合成抗酸化剤の理化学性状

融点℃ 沸点℃ 分子式

エトキシキン

BHP 

25 123～125 C11H19NO 
70 265 

BHN 48 264 

aブチルヒドロキシトルエン

bブPチノレヒドロキシアニソール

C15H2p 

C11H1602 

2）ベットフードにおけるエトキシキンの三大課題

(1）強烈な毒性50,51) 

一般的なベットフードには，飼料添加物のエトキ

シキンが入っています。「健康性」が主目的のベッ

トフードのエトキシキン基準は，犬用

75ppm (75mg/kg）以下，猫用 150ppm(150mg/kg）以

下ですが，これは「生産性」が主目的の畜水産飼料

に準じています。一方，エトキシキンは食品添加物

ではありませんが，食品以外（飼料など）に使われて

いるエトキシキンが食品にわずかながら移行残留

するので，その残留規制基準が決められています。

品目にもよりますが，ベットフード同様に「健康性」

が主目的の食品の多くは0.Olppm(O. Olmg/kg）以下

です。ベットフード、のエトキシキン使用基準は，そ

の7,500～15,000倍も多いのです。また，ヒトの「1

日摂取許容量（Acceptabl巴DailyIntake）」はわずかに

「0.005mg/kg体重／日」です。この数値を体重5kg

の犬に当てはめれば「0.005×5=0. 025mg／日jで

す。その犬のドライフード給与量が lOOg／日とすれ

ば「0.025mg/100gJ ＝「0.25ppm」です。すなわち，

ドッグフードのエトキシキン許容含量は

「0.25ppm」になりますが， ドッグフード、のエトキ

シキン使用規制基準は，その 300倍の「75ppm」で

す。ヒト食品における極めて厳しい規制は，エトキ

シキンの強烈な毒性を如実に表していますが，エト

キシキンのベットフード規制基準が食品規制基準

よりも数百～数千倍も多い（甘し、）のは，犬猫がエト

キシキンの毒性に強いということでなく，ベット

フード製造上の都合によります。一般的ベットフー

ドは，エトキシキンを大量添加したチキンミール・

ミートミーノレ・フィッシュミールなどを使用するの

で，食品並みの基準は守れないことを配慮、したもの

です。ベットの健康よりもベットフードの製造を重

視しているからです。

(2）原材料表示は隠れ蓑

エトキシキンを原材料表示しであるベットフー

ドは見かけませんから，飼い主（消費者）は「猛毒な

エトキシキンは入っていなしリと誤解して安心して

いるかも知れませんが，エトキシキンはほとんどの

ベットフードに実質添加されています。「添加しで

も無表示」のからくりは，本稿第6章で記述したよ

うにベットフードに使う動物性蛋白質原料の多く

は，エトキシキンが添加されていますが，その原料
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を使ってもベットフード製造時にエトキシキンを

追加して添加しなければ，原材料表示しません。す

なわち，チキンミーノレ・ミートミーノレ・フィッシュ

ミーノレなどの原料加工会社が添加したエトキシキ

ンは原材料表示しません。この隠れ蓑を行政は，消

費者の視点でなくメーカーの視点で認めているの

です。

市販ベットフードに猛毒なエトキシキンが添加

してあっても，原材料表示しない隠れ蓑（からくり）

を知っている飼い主は極めて少ないと思います。市

販ベットフードに抗酸化剤のエトキシキンを使わ

ざるを得ないことは仕方ないないとしても，ベット

フード、業界はエトキシキン使用を隠すことなく消

費者には知らせる義務と責任があります。消費者が

対応を考えるための情報を正確に提供して欲しい

です。エトキシキン「実質無添加Jのベットフード

会社は数社ありますが，その安全性を強力な武器と

して消費者にアピーノレしたいです。それによって，

エトキシキン「実質添加」の不安全なベットフード

は，自然淘汰されることをベット達のために願って

います。

(3）安全な抗酸化剤に代替困難

ベットは動物性の油っぽい食べ物を好みます。そ

れに迎合してベットフードには，油脂や油脂が多い

原料をたくさん使います。しかし，油脂は酸化すれ

ば異臭などによる噌好性低下と共に，発がんや老化

促進の原因になる活性酸素を産生しますので，抗酸

化剤が必要になります。

エトキシキンの毒性は周知されながら，ベット

フードに認可されている最大の理由は，ベットフー

ドや畜水産飼料の原料のチキンミール・ミートミー

ル・フイツシュミーノレなどに対して，エトキシキン

の大量添加が国際海事危険物規程で定められてい

るからです。これらの原料にエトキシキンの大量添

加が国際規程になった理由は，これらのミーノレは酸

化しやすい油脂を10%前後含みますから，船舶で大
量に輸送する場合，その油脂の酸化熱による船舶の

火災事故を防ぐためです。使い捨てカイロは鉄粉の

酸化熱を利用していますが，油脂の多い揚げ玉（天

ぷら粕）を放冷しないままゴミ籍に大量捨てたこと

による火災発生の例があります。したがって，これ

らのミーノレに対して抗酸化剤の使用禁止は非常に

難しいでしょう。特にエトキシキンについては，

わが国が一方的に原料や製品への添加を禁止すれ

ば，海外品は日本へ輸出困難になりますから，それ

は非関税障壁（関税以外による輸入抑制）になり，国

際ルール違反になります。

このような状況の中で，ベットフード会社に実践

して欲しいエトキシキン毒性対策の第一は，「エト

キシキンの正直な原材料表示」ですが，それに続く

いくつかの項目について，次回の第9章「ベット達

のための安全安心なベットフード」で提案しますの

で，ここでは飼い主が対応可能な対策を列記します。

エトキシキンを「実質添加しでもエトキシキン

無表示」の市販ベットフードは購入しない。

n やや高価格ながらヒトの食材（エトキシキン無

添加）限定使用の市販ベットフードを給与。

iiiヒトの食材（エトキシキン無添加）による手作り

食の実践。

iv上記の手作り食を主体にして微量栄養素源とし

て市販ベットフードを少量併用給与。

v公正な分析機関によるエトキシキン分析値の定

期的提示をベットフード会社に請求。

3）市販ベットフードは短命になりやすい？

象とネズミで代表されるように各動物の中で，一

般的に大型の動物は小型の動物よりも長命です。こ

の原理に反して，犬は猫よりも平均的に大きいにも

かかわらず短命ですし，大型犬の平均寿命（8～12

歳）は小型犬（12～15歳）よりも短命です。 14歳で亡

くしたビーグ、ル犬の食事は市販ドライフードに具

入り野菜スープを併用していましたが，動物病院で

肝不全と診断され，ピーグル犬は比較的短命で 14

歳まで生きた例は少ないと慰められました。これら

と食事量について箇条書きにすれば，

(1）犬は猫よりも多く食べます。

(2）大型犬は小型犬よりも多く食べます。

(3）ビーグノレ犬は食欲旺盛で、多く食べます。

これらの共通点は「多く食べると短命」です。干

のことは糖尿病でない限り単純には理解し難いの

ですが「多く食べると短命Jを，

＝キ「有毒なエトキシキンを食品の数百～数千倍含む

ベットフードを多く食べると短命」

＝宇「有毒なエトキシキンの 1日摂取許容量を大きく

超えて総合栄養食を毎日多く食べると短命J

と言い換えれば理解できます。また，手作り食の

最大の長所はエトキシキンが食品並みに少ない
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エトキシキンにおけるベットフード・畜水産飼料の使用基準 aと食品の残留基準b・許容量 C

使用基準a

食品の残留基準b

摂取量の多い食品e

牛・豚の筋肉

鶏の筋肉

鶏卵

魚介類

甲殻類

牛・豚の脂肪

鶏の脂肪

植物性油脂

1日摂取許容量（ADO'・'

a農林水産省

b厚生労働省

c内閣府食品安全委員会

犬

75ppmd以下a

dppmCl/100万）＝mg/kgペットフード・食品

1苗 家畜・家禽・魚 ヒト

150ppmd以下a 150ppmd以下a 使用禁止b

O.Olppmd以下b

0.5ppmd以下b

O.lppmd以下b

l.Oppmd以下b

l.Oppmd以下b

0.2ppmd以下b

5.0ppmd以下b

7.0ppmd以下b

0.0lppmd以下b

0.005mg" 

e穀類・豆類・芋類・野菜類など、植物性食品のほとんど（梨は3ppmd以下）

f ADI= Acceptable Daily Intake＝生涯にわたり毎日摂取し続けても影響が出なし立考えられる
体重lkg当たりで示した値＝mg/kg体重／日

ことですが，今まで、出会った「17歳以上の長寿の大

型犬の大半は手作り食（エトキシキン無添加）」でし

た。さらに手作り食（エトキシキン無添加）の犬は，

市販ペットフード（エトキシキン添加）を食べた犬

よりも長寿という調査結果があります（本稿第 4章

参照）。

油脂の酸化物は有害ですから，酸化防止のための

抗酸化剤は必須ですが，抗酸化目的の添加物は生産

性目的の飼料添加物でなく，少なくても健康性目的

の食品添加物に限定したいです。

3. 国産豚肉の食の不安全

1）豚に食べさせるカポック油の毒性の事実と考察5254) 

わが国の肉料理は，しゃぶしゃぶで代表されるよ

うに薄切り文化ですから，食肉業界においては，肉

締りが良く薄切りしやすい豚肉が評価されます。豚

に植物性のカポック油を食べさせれば，豚肉は締り

が良くなって薄切りしやすくなります。この豚肉の

締りを良くする成分は，カポック泊中の「フ。ロペン

環脂肪酸」ですが，鶏に食べさせれば「生殖障害と

異常卵や奇形ヒナ」を発症します。また，プロベン

環脂肪酸を親ラットがたくさん食べれば全て死産，

親ラットが少し食べれば親ラットに影響なく子世

代の生殖に影響を及ぼすこと，マウスやニジマスの

癌発症率を高めることなどが報告 55-57）されています。

これらの事実を考察して，カポック油（プロベン環

脂肪酸）は，3世紀にわたって原因不明の豚ダンス病

（生殖障害の一種） 58）の原因物質と推断しています

が， BSE（牛海綿状脳症いわゆる狂牛病）に関与する

可能性も考えられます。豚にカポック油を食べさせ

てプロベン環脂肪酸が「移行残留した豚肉 5961)」を，

ヒトが食べれば生殖障害を懸念します。カポック油の

毒性について，農林水産省や食品安全委員会は知識

不足なのか，感性の問題なのか，調査や適切な対応

を全く実施せず， BSE対応遅れの二の舞い状態です。

したがって，消費者はカポック油（プロベン環脂肪酸）

が残留する恐れのある国産豚肉は控えて，外国産豚

肉（カポック油不使用）を選ぶなどの対応が必要で

しょう。同様に，ベットフード製造において国産

ポークミーノレは使用しないこと，ベットの手作り食

においても国産豚肉は給与しないことを勧めます。

2）ベット用のカポック種実の危険性

鞘（さや）と繊維っきのカポック種実が「わたの木

の実」と称して，ハムスターやリスなどの小動物の

巣作りや遊具用に市販されています。カポック種実

は猛毒ですからベットにはもちろん，幼児が誤食し

ないように購入しないことが無難です。
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4.栄養素のアンバランスは有害で不安全！

ベットフード安全法において，安全に関わる有害

物質は農薬やメラミンなどに限定する短絡的な考

えがありますが，栄養素の不足や過剰も有害で不安

全なことは，本稿第7章「実践ベットフード学あれ

これJで記述した通りです。

「栄養はバランス」です。栄養素の「欠乏障害J

は当然のことながら，蛋白質やエネルギーの「過剰J

は健康に悪いと周知されていますが，脂溶性ビタミ

ン（特にビタミン D）やミネラル（特にナトリウム・

亜鉛・銅）や必須アミノ酸（特に含硫アミノ酸）の「過

剰障害Jは栄養学においては常識です。したがって，

ベットフード安全法においては，農薬やメラミンの

外に栄養素についても安全の対象にして，最小量だ、

けでなく最大量も規制したいです。
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